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（411）69

key words

ビタミンD
ビタミンD受容体

糖尿病
インスリン分泌

高血圧

　ビタミンD受容体は全身のさまざまな組織に発現しており，ビタミンD不足・欠乏が
骨関節疾患のみならず糖代謝，高血圧，冠動脈疾患などさまざまな疾患の発症に関連
していることが報告されている．これまでの疫学調査からビタミンD不足・欠乏が1型
糖尿病，2型糖尿病，高血圧の発症に関連していることが示唆されている．一方で，ビ
タミンD補充による糖代謝および血圧への影響も検討されているが，現時点ではビタミ
ンDが有効であるエビデンスは確立されていない．

　ビタミンD欠乏・不足は日本を含め
た世界中のcommon diseaseとなって
おり，骨石灰化障害による骨軟化症や
骨粗鬆症の原因となる．わが国では
2016年8月には25（OH）Dの測定がビタ
ミンD欠乏性くる病・骨軟化症に対し
て保険収載され，さらに厚生労働省難
治性疾患克服研究事業ホルモン受容機
構異常に関する調査研究班よりビタミ
ンD不足・欠乏の判定指針1）が作成され
たことにより，これまで困難であった
ビタミンD不足・欠乏の診断が行える
環境が整った．一方，ビタミンD受容
体は全身のさまざまな組織に発現して
おり，ビタミンD不足・欠乏が骨関節
疾患のみならず癌，自己免疫疾患，糖

代謝，高血圧，冠動脈疾患などさまざ
まな疾患の発症に関連していることが
報告されている．そのなかで本稿では
ビタミンDの糖代謝および血圧調整に
おける役割について概説する．

ビタミンDと糖代謝

　ビタミンD受容体は全身のさまざま
な組織に発現し，糖代謝に関連する肝
臓，膵臓，脂肪，筋肉にも発現してい
ることが報告されている．したがって，
ビタミンDが糖代謝に関連することが
想定されさまざまな研究が実施されて
いる．糖代謝においては25（OH）D濃度
とインスリン抵抗性，空腹時血糖，
HbA1cが逆相関することが報告され
ている2）3）．2型糖尿病ではビタミンD不

足・欠乏が2型糖尿病発症のリスク因子
となることが多数報告されている

（図1）4）-6）．また1型糖尿病ではビタミ
ンD欠 乏 の 合 併 率 が 高 い こ と や

（図2）7），ビタミンD不足・欠乏を合
併した1型糖尿病では血糖コントロー
ルが悪くなることが報告されている8）．
1型糖尿病患者の25（OH）D濃度が高い
ほど顕性アルブミン尿の罹患率が低い
ことが報告されている9）．小児1型糖尿
病では発症時期が早いほど25（OH）D
が低く10），妊婦のビタミンD結合タン
パクの濃度が低いほど小児の1型糖尿
病の発症率が高いことが報告されてい
る11）．また5つの観察研究のメタ解析で
はビタミンD補充による1型糖尿病の
発症抑制効果の可能性が示唆されてい
る12）．
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